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▲4月1・2日北条節句まつりが行われました。写真は浦安の舞を披露した舞姫たち。

特集 加西市中高生親善訪問団（2～3ページ）
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プルマン市のシンボル、クーガー像の前で。

３
月
25
日
（土）
に
プ
ル
マ
ン
市
へ

到
着
し
た
訪
問
団
は
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
大
歓
迎
を
受
け
、
期

待
と
不
安
を
胸
に
６
泊
７
日
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

最
初
は
自
分
の
英
語
が
本
当
に
通

じ
る
か
心
配
で
し
た
が
、
日
本
の

家
族
や
友
達
の
写
真
を
集
め
た
ア

ル
バ
ム
の
説
明
や
お
土
産
の
紹
介

を
身
振
り
手
振
り
を
交
え
て
行
い
、

徐
々
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
打

ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

プ
ル
マ
ン
市
滞
在
中
は
、
市
内

の
各
施
設
や
企
業
の
見
学
を
は
じ

め
、
み
ん
な
が
そ
の
規
模
の
大
き

さ
に
驚
き
、
日
本
か
ら
の
留
学
生

に
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
送
っ
た
ワ

シ
ン
ト
ン
州
立
大
学
訪
問
、
制
服

も
な
く
自
分
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

決
め
ら
れ
る
自
由
な
現
地
の
中

学
・
高
校
へ
の
体
験
入
学
、
初
体

験
の
乗
馬
や
ど
こ
ま
で
も
続
く
草

原
に
心
奪
わ
れ
た
農
場
訪
問
な
ど
、

カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
、

観
光
旅
行
で
は
決
し
て
味
わ
え
な

い
生
の
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
ふ
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

プ
ル
マ
ン
市
最
後
の
夜
に
は
、

ホ
ス
ト
ご
自
慢
の
料
理
を
持
ち
寄

っ
て
の
お
別
れ
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
代
表

が
オ
カ
リ
ナ
で
「
サ
ク
ラ
サ
ク
ラ
」

を
演
奏
す
る
と
、
訪
問
団
員
は
お

礼
に
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
の
歌
と
踊
り

や
サ
ッ
カ
ー
の
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を

披
露
。
そ
の
後
は
み
ん
な
で
ス
ク

エ
ア
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

３
月
31
日
（金）
、
朝
６
時
30
分
に

プ
ル
マ
ン
市
役
所
に
集
合
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
別
れ
を
言

う
時
に
は
み
ん
な
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
６
泊
７
日
の
プ
ル
マ
ン
市

訪
問
中
、
常
に
同
市
の
方
々
の
暖

か
い
歓
迎
を
受
け
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
族
の
一
員
と
し
て
ア

メ
リ
カ
で
生
活
で
き
た
こ
と
は
訪

問
団
員
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
得
ぬ

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

加
西
市
で
は
国
際
化
時
代
に
対

応
し
、
自
国
の
文
化
に
誇
り
を
持

ち
つ
つ
他
国
の
文
化
を
尊
重
で
き

る
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
プ
ル
マ
ン
市
と
の
中
高

生
親
善
訪
問
団
の
相
互
派
遣
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。（
来
年
３
月
に
は

プ
ル
マ
ン
市
か
ら
中
高
生
が
や
っ

て
き
ま
す
。
次
回
の
派
遣
は
平
成

14
年
３
月
の
予
定
で
す
。）

※
同
訪
問
団
の
派
遣
に
は
名
誉
市

民
後
藤
清
一
氏
の
ご
寄
付
に
よ

る
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

3
月
25
日
（土）
〜
4
月
3
日
（月）
の
日
程
で
、
加
西
市
中
高
生
親
善
訪
問

団
（
中
学
生
8
名
・
高
校
生
6
名
・
引
率
2
名
）
が
友
好
都
市
米
国
ワ

シ
ン
ト
ン
州
プ
ル
マ
ン
市
等
を
訪
問
、
7
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
中

心
に
、
現
地
の
学
校
へ
の
体
験
入
学
や
農
場
体
験
な
ど
を
通
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

特特特特　　　　集集集集
加西市中高生
親善訪問団

友
好
都
市
プ
ル
マ
ン
市
へ
加
西
市
中
高
生
親
善
訪
問
団
を
派
遣

│

緑
の
大
地
を
満
喫
│
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○あなたの英語はどの程度通じましたか？
Ａ　かなり通じた 3人
Ｂ　ある程度通じた 12人
Ｃ　あまり通じなかった 0人

○言葉が通じない時どのようにコミュニケーショ
ンを図りましたか？
・辞書（電子辞書を含む）
・身振り手振り
・擬態語や擬声語
・場所や物など実物を見せる
・とにかくゆっくりと分る単語でしゃべって
もらう
・ 筆談や絵を描く

○プルマン滞在中一番楽しかったプログラムは？
・すべて
・農場体験（乗馬）

・ホームステイ
・体験入学
・日本料理をホストに作る
・お別れパーティー
・チャンネル３インタビュー

○一番おいしかった食べ物は？
・ハンバーガー　・七面鳥
・お母さんの料理やお菓子
・小麦を煮た物
・豆料理　　　　・おいも料理
・ブラウニー　　・ホテルのバイキング
・すべて　　　　　・自作のお好み焼き
・フルーツとフルーツジュース

○このプログラムを後輩に奨めますか？
Ａ　は　い 15人
Ｂ　いいえ 0人

訪訪訪訪問問問問団団団団員員員員ににににききききききききままままししししたたたた
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【
部
長
級
】

１
名

技
監
兼
都
市
建
設
部
長
　
石
岡

崇
（
兵
庫
県
加
古
川
土
木
事
務
所
）

【
課
長
・
主
幹
級
】

３
名

企
画
室
副
室
長
（
情
報
政
策
担

当
）・
小
山
映
（
兵
庫
県
商
工
部
新

産
業
創
造
課
）
▽
都
市
建
設
部
開

発
整
備
課
長
・
市
橋
孝
夫
（
兵
庫

県
ま
ち
づ
く
り
部
ま
ち
づ
く
り
政
策

課
）
▽
加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
派
遣
（
主
幹
）・
橋
爪
鈴
子
（
加

西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

（
主
幹
））

【
課
長
補
佐
級
】

10
名

企
画
室
（
室
長
補
佐
）・
細
川
嘉

一
（
農
林
水
産
省
食
品
流
通
局
）

▽
別
府
保
育
園
長
・
西
田
孝
子

（
宇
仁
保
育
園
長
）
▽
泉
第
一
保
育

所
長
・
上
原
美
津
代
（
田
原
保
育

園
長
）
▽
北
条
西
保
育
所
長
・
宮

長
弘
美
（
泉
第
一
保
育
所
長
）
▽

田
原
保
育
園
長
・
広
瀬
一
二
三

（
日
吉
保
育
園
長
補
佐
）
▽
宇
仁
保

育
園
長
・
西
村
美
千
代
（
賀
茂
保

育
所
長
補
佐
）
▽
泉
第
三
保
育
所

長
・
宮
崎
幸
子
（
九
会
保
育
園
長

補
佐
）
▽
経
済
部
農
村
整
備
課
長

補
佐
（
地
籍
換
地
担
当
）・
小
牧
久

規
（
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会

へ
派
遣
）
▽
下
水
道
部
管
理
課
長

補
佐
・
東
郷
省
吾
（
総
務
部
総
務

課
長
補
佐
）
▽
消
防
署
南
分
署
長

補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
・
高
田
克

義
（
消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐
）

【
係
長
・
主
査
級
】

２
名

総
務
部
管
財
課
登
記
係
長
・
坂

田
勝
利
（
総
務
部
管
財
課
登
記
担

当
主
査
）
▽
加
西
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
派
遣
（
係
長
）・
古
角
佐
代

子
（
加
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
（
係
長
））

【
主
任
級
】

13
名

総
務
部
管
財
課
主
任
・
原
田
正

之
（
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会

へ
派
遣
）
▽
九
会
保
育
園
主
任
保

育
士
・
織
田
智
恵
子
（
泉
第
一
保

育
所
保
母
主
任
）
▽
日
吉
保
育
園

主
任
保
育
士
・
増
田
綾
子
（
日
吉

保
育
園
保
母
主
任
）
▽
日
吉
保
育

園
保
育
士
主
任
・
友
藤
ゆ
か
り

（
九
会
保
育
園
保
母
）
▽
賀
茂
保
育

所
主
任
保
育
士
・
岸
本
和
子
（
北

条
南
保
育
所
主
任
保
母
）
▽
北
条

南
保
育
所
主
任
保
育
士
・
甘
中
さ

つ
き
（
別
府
保
育
園
保
母
主
任
）

▽
泉
第
一
保
育
所
保
育
士
主
任
・

柏
原
美
鈴
（
北
条
西
保
育
所
保
母

主
任
）
▽
加
西
市
土
地
改
良
区
協

議
会
へ
派
遣
・
桝
田
隆
章
（
加
西

市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
）

▽
加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ

派
遣
・
千
石
剛
（
加
西
市
土
地
改

良
区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽
兵
庫
県

社
土
木
事
務
所
へ
派
遣
・
井
上
英

文
（
兵
庫
県
社
土
木
事
務
所
へ
派

遣
）
▽
北
条
幼
稚
園
教
諭
主
任
・

河
原
喜
久
子
（
泉
幼
稚
園
教
諭
主

任
）
▽
下
里
幼
稚
園
教
諭
主
任
・

西
脇
か
お
り
（
北
条
東
幼
稚
園
教

諭
主
任
）
▽
西
在
田
幼
稚
園
教
諭

主
任
・
田
井
和
美
（
富
合
幼
稚
園

教
諭
主
任
）

【
主
事
・
主
事
補
級
】

12
名

兵
庫
県
市
町
振
興
課
へ
派
遣
・

中
井
孝
浩
（
下
水
道
部
管
理
課
）

▽
九
会
保
育
園
保
育
士
・
荒
木
小

百
合
（
賀
茂
保
育
所
保
母
）
▽
別

府
保
育
園
保
育
士
・
小
橋
智
恵

（
日
吉
保
育
園
保
母
）
▽
経
済
部
農

村
整
備
課
・
仲
井
正
文
（
兵
庫
県

社
土
地
改
良
事
務
所
へ
派
遣
）
▽

加
西
市
土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派

遣
・
岡
田
洋
一
（
加
西
市
土
地
改

良
区
協
議
会
へ
派
遣
）
▽
加
西
市

土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
・
鈴

木
豊
寿
（
加
西
市
土
地
改
良
区
協

議
会
へ
派
遣
）
▽
兵
庫
県
社
土
地

改
良
事
務
所
へ
派
遣
・
高
谷
浩
三

（
経
済
部
農
村
整
備
課
）
▽
消
防
本

部
総
務
課
付
・
織
田
智
之
（
消
防

署
北
分
署
）
▽
消
防
署
北
分
署
・

北
条
孝
弘
（
消
防
本
部
総
務
課
付
）

▽
泉
幼
稚
園
教
諭
・
小
西
孝
子

（
北
条
幼
稚
園
教
諭
）
▽
北
条
東
幼

稚
園
教
諭
・
山
田
薫
（
西
在
田
幼

稚
園
教
諭
）
▽
富
合
幼
稚
園
教

諭
・
河
原
る
み
（
下
里
幼
稚
園
教

諭
）

【
技
能
労
務
職
】

８
名

都
市
施
設
公
社
へ
派
遣
（
業
務

班
長
）・
久
保
田
虎
雄
（
都
市
施
設

公
社
へ
派
遣
（
業
務
班
長
）））
▽
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
班
長
・

別
名
芳
隆
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
理

班
長
心
得
）
▽
加
西
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
・
竹
名
悦
乃
（
加

西
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
）

▽
田
原
保
育
園
調
理
員
・
中
村
文

子
（
賀
茂
保
育
所
調
理
員
）
▽
日

吉
保
育
園
調
理
員
・
西
村
厚
子

（
泉
第
三
保
育
所
調
理
員
）
▽
泉
第

三
保
育
所
調
理
員
・
楠
田
千
鶴

（
北
条
南
保
育
所
調
理
員
）
▽
賀
茂

保
育
所
調
理
員
・
塚
原
則
子
（
田

原
保
育
園
調
理
員
）
▽
北
条
南
保

育
所
調
理
員
・
高
井
千
寿
（
日
吉

保
育
園
調
理
員
）

【
医
療
職
一
】

４
名

市
立
加
西
病
院
院
長
・
稲
留
哲

也
（
三
木
市
民
病
院
副
院
長
）
▽

市
立
加
西
病
院
副
院
長
兼
診
療
部

長
兼
外
科
部
長
・
内
藤
伸
三
（
市

立
加
西
病
院
診
療
部
長
兼
外
科
部

長
）
▽
市
立
加
西
病
院
整
形
外
科

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
で
行
っ
た
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
異
動
は
、
加
西
病
院
の
人
事
や
、
企
画
室
に
情
報
政
策
担

当
の
配
置
を
行
っ
た
以
外
は
、
退
職
者
の
補
充
及
び
新
規
採
用
者
の
配
置

に
と
ど
め
、
小
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

新加西病院長

稲 留 哲 也
名誉院長（前院長）

本 岡 龍 彦
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医
長
・
乾
義
弘
（
市
立
加
西
病
院

整
形
外
科
医
員
）
▽
市
立
加
西
病

院
神
経
内
科
医
長
・
佐
藤
友
治

（
市
立
加
西
病
院
神
経
内
科
医
員
）

【
新
採
用
者
】

（
行
政
職
）

11
名

企
画
室
・
村
岡
智
之
▽
市
民
環

境
部
環
境
課
・
松
末
大
貴
▽
福
祉

部
高
年
福
祉
課
・
藤
井
智
子
▽
福

祉
部
保
険
課
・
斉
藤
祝
治
▽
福
祉

部
健
康
福
祉
課
（
保
健
婦
）・
中
野

美
乃
里
▽
泉
第
一
保
育
所
保
育

士
・
立
脇
こ
ず
え
▽
九
会
保
育
園

保
育
士
・
板
谷
純
子
▽
下
水
道
部

管
理
課
・
伊
藤
英
樹
▽
消
防
本
部

総
務
課
付
・
中
野
貴
也
▽
消
防
本

部
総
務
課
付
・
小
林
寿
明
▽
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
・
森
口
泰
吉

（
医
療
職
三
）

５
名

市
立
加
西
病
院
看
護
部
看
護

婦
・
柴
田
昭
子
▽
市
立
加
西
病
院

看
護
部
看
護
婦
・
福
岡
沢
美
▽
市

立
加
西
病
院
看
護
部
看
護
婦
・
谷

勝
優
子
▽
市
立
加
西
病
院
看
護
部

看
護
婦
・
大
門
亜
伊
子
▽
市
立
加

西
病
院
看
護
部
看
護
婦
・
高
橋
敦

子【
平
成
12
年
3
月
31
日
付
退
職
者
】

（
行
政
職
）

10
名

武
部
信
行
（
技
監
兼
都
市
建
設

部
長
）
▽
高
濱
和
幸
（
都
市
建
設

部
開
発
整
備
課
長
）
▽
寺
本
久
幸

（
企
画
室
長
補
佐
）
▽
内
山
勇
治

（
会
計
課
専
門
員
）
▽
沢
中
朋
子

（
北
条
西
保
育
所
長
）
▽
藤
原
サ
ヨ

子
（
別
府
保
育
園
長
）
▽
宇
高
玲

子
（
泉
第
三
保
育
所
長
）
▽
丸
本

文
彦
（
消
防
署
南
分
署
長
補
佐
兼

訓
練
指
導
担
当
）
▽
西
川
昭
子

（
総
務
部
管
財
課
登
記
係
長
）
▽
森

本
則
子
（
福
祉
部
高
年
福
祉
課
主

任
）

（
技
能
労
務
職
）

３
名

北
野
富
次
郎
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
副

所
長
）
▽
柏
原
嘉
弘
（
衛
生
セ
ン
タ

ー
副
所
長
兼
処
理
作
業
長
）
▽
藤

原
要
子
（
市
立
加
西
病
院
看
護
部

看
護
補
助
員
）

（
医
療
職
一
）

４
名

本
岡
龍
彦
（
市
立
加
西
病
院
長
）

▽
黒
郷
文
雄
（
市
立
加
西
病
院
副

院
長
）
▽
今
泉
基
佐
子
（
市
立
加

西
病
院
皮
膚
科
部
長
）
▽
香
山
智

佳
子
（
市
立
加
西
病
院
耳
鼻
咽
喉

科
医
員
）

（
医
療
職
三
）

４
名

向
井
記
美
子
（
市
立
加
西
病
院

看
護
部
准
看
護
婦
）
▽
古
角
美
代

子
（
市
立
加
西
病
院
看
護
部
看
護

婦
）
▽
立
間
恵
美
子
（
市
立
加
西

病
院
看
護
部
看
護
婦
）
▽
後
藤
淳

子
（
市
立
加
西
病
院
看
護
部
看
護
婦
）

下
水
道
事
業
の
増
大
に
伴
う
事

務
の
対
応
の
た
め
に
、
４
月
１
日

よ
り
市
庁
舎
内
の
部
・
課
等
の
配

置
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
最
も
変
更
点
の
多
か
っ
た
４

階
と
５
階
の
見
取
り
図
を
紹
介
し

ま
す
。

★
変
更
点

●
下
水
道
部
（
管
理
課
・
公
共
下

水
道
課
・
集
落
下
水
道
課
）

４
階→

５
階

●
市
民
環
境
部
地
域
改
善

２
階→

４
階

●
監
査
公
平
委
員
会

５
階→

４
階

●
農
業
委
員
会

５
階→

４
階

※
な
お
、
直
通
電
話
の
番
号
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

部部部部
・・・・
課課課課
のののの
配配配配
置置置置
がががが
一一一一
部部部部
変変変変
更更更更
にににに

市
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
や
世
論

の
動
向
を
正
し
く
把
握
し
、
市
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
12
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

年
間
３
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
と
３
回
程
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

応
募
資
格

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方

②
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
初
め
て

の
方

③
外
国
人
在
住
者
の
場
合
は
、
日

本
語
で
読
み
書
き
、
日
常
会
話

の
で
き
る
方

募
集
人
数

10
人

申
込
方
法

５
月
12
日
（金）
ま
で
に
官
製
ハ
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
を

記
入
し
総
務
部
秘
書
広
報
課
（
電

話
42
│
８
７
０
１
）「
市
政
モ
ニ
タ

ー
」
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

あ
な
た
の
提
言
を
市
政
に
!

平
成
12
年
度

市
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
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平成12年4月からスタートした介護保険に伴い、国保加入者のうち40歳から64歳までの方には、従来の国
保税（医療分）を上乗せして介護分の保険料を納めていただきます。また、同時にその医療分の税率の改正、
納期・納付回数の変更があります。

☆問合先 市役所保険課国保係（電話42-8721）

平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります平成12年4月1日から国民健康保険の変更があります

変更項目

介護分
（新　規）

（40歳から64歳までの国保加入者）
①所得割額（所得に応じて計算） 0.74％
課税所得金額×0.74％

②均等割額（加入者数に応じて計算） 1人につき 5,300円
③平等割額（1世帯いくらと計算） 1世帯につき3,100円
①②③の合計額（※課税限度額　70,000円）

医療分
（従来分）

①所得割額（所得に応じて計算） 7.00％（昨年度6.75％）
課税所得金額×7.00％

②均等割額（加入者数に応じて計算） 1人につき 25,000円（昨年度28,000円）
③平等割額（1世帯いくらと計算） 1世帯につき29,000円（昨年度と同じ）
①②③の合計額（※課税限度額　530,000円）

人間ドック
助成制度

次の①②のすべてを満たす人
①市立加西病院で人間ドックを利用した人
②国保税を滞納していない世帯（資格期間・慢性疾患・年齢制限を取り除く）
（助成額） 日帰り 26,000円

1泊2日 40,000円

脳ドック
助成制度

次の条件を満たす人
・国保税を滞納していない世帯
（助成額） 35,000円

変　　　更　　　内　　　容

国

民

健

康

保

険

税

●「固定資産税」第1期は5月31日
平成12年度は、評価額を見直す年にあたるため、例年より1ケ月おそくなります。

●「国民健康保険税」納付回数8回に、第1期は7月31日
従来の5回では、加入者に一度大きな負担をかけることになるため、回数を増やしました。

●「介護保険料」65歳以上の方は10月から
65歳以上の方の介護保険料は、10月から納めていただくことになります。受け取っている年金が、月

額1万5千円以上の方は年金からの引き去り（3回）により、それ以外の方はお送りする納付書（5回）に
より直接納めてください。

…… 平成12年度　市税等納期限一覧表 ……
種　別

納付の期限 市県民税
全・1期

2 期

3 期

4 期

全　期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

全・1期

2 期

3 期

4 期

固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料
平成12年 5月31日（水）
平成12年 6月30日（金）
平成12年 7月31日（月）
平成12年 8月31日（木）
平成12年10月 2日（月）
平成12年10月31日（火）
平成12年11月30日（木）
平成12年12月25日（月）
平成13年 1月31日（水）
平成13年 2月28日（水）

☆問合先 市役所税務課（電話42-8712）

※「脳ドック」とはMRI検査、MRA検査、眼底検査、血
圧検査のすべてを含む検査を実施する疾病の早期発
見のための検査をいいます。
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３
月
４
日
（土）
、
か
た
つ
む
り
号
運

転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。か

た
つ
む
り
号
は
、
車
イ
ス
の
ま
ま

乗
れ
る
リ
フ
ト
付
き
の
自
動
車
で
、

市
内
在
住
の
車
イ
ス
使
用
者
の
通
院

や
社
会
参
加
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

講
習
会
で
は
、
リ
フ
ト
操
作
や
車

イ
ス
の
扱
い
方
な
ど
を
、
先
輩
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
学
び
、
ま
た
、
実
際

に
車
イ
ス
に
乗
っ
て
見
て
、
利
用
者
側

の
立
場
も
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
７
名
が

全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。「
あ
い
て
い
る
日
は
、

手
伝
い
ま
す
!!
」
と
た
の
も
し
い
限

り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
運
転
を
第
一

に
運
行
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
加
西
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
電
話
43
│
０
３
６
１
ま
で
。

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消

防
本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
三

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

応
急
手
当
を
覚
え

市
民
救
命
士
に
な
り
ま
し
ょ
う

☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

二
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者

九
十
九
名
〕

（
市
役
所
職
員

五
十
一
名
）

（
富
田
婦
人
会

十
四
名
）

▽
荒
木
由
紀
子
・
別
所
満
子
・
川

嶋
サ
ダ
子
・
後
藤
康
子
・
田
中
じ

つ
子
・
田
中
七
重
・
三
枝
栄
美

子
・
宮
長
邦
子
・
岡
美
智
子
・
岡

加
代
子
・
石
野
明
美
・
青
田
ま
ゆ

み
・
黒
田
幸
・
中
右
み
ゆ
き

（
ふ
る
さ
と
塾

十
二
名
）

▽
松
尾
竹
子
・
鈴
木
ひ
で
み
・
渡

辺
吉
隆
・
藤
原
千
春
・
岡
本
恵
美

子
・
清
水
初
音
・
高
嶋
み
や
子
・

井
上
し
げ
子
・
井
上
佳
代
・
鈴
木

ミ
エ
子
・
玉
井
初
美
・
岩
本
照
美

（
一
日
女
性
消
防
士
研
修
会

二
十
一
名
）

▽
井
上
友
美
・
岡
田
み
ど
り
・
松

本
珠
美
・
植
松
奈
美
・
青
山
由
美

子
・
後
藤
美
保
・
中
川
和
子
・
石

野
久
枝
・
池
本
忍
・
高
見
順
子
・

藤
原
直
美
・
山
本
博
子
・
山
本
博

美
・
丸
山
典
子
・
中
崎
靖
子
・
山

田
照
代
・
安
富
和
代
・
桑
室
み
や

子
・
藤
本
尚
子
・
中
澤
由
加
利
・

都
筑
恵
美

（
一
般

一
名
）

▽
柏
原
英
生
（
北
条
町
西
高
室
）

〔
再
講
習
受
講
者

九
名
〕

（
富
田
婦
人
会

四
名
）

▽
岡
功
子
・
小
林
祥
子
・
安
富
さ

運運運運
転転転転
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア
講講講講
習習習習
会会会会

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

よ
子
・
為
広
早
由
里

（
一
日
女
性
消
防
士
研
修
会

五
名
）

▽
前
川
沢
子
・
柏
木
実
咲
・
奥
本

保
子
・
小
林
旬
子
・
松
本
孝
美

腕の握りかた

もう一人は傷病者の大腿
と下腿部を抱き上げる。

応急手当の基礎実技
自自自自動動動動車車車車のののの中中中中かかかからららら動動動動かかかかすすすす方方方方法法法法

悠
々
と
歩
い
て
電
車
に
遅
れ
る
歳
に
な
る

贅
肉
の
つい
た
時
間
　
出
支
度
し
て
い
る

風
　
時
移
り
人
去
り
語
れ
な
い
あ
の
川
端
風
景

ハッ
カ
ー
が
開
く
二
千
年

ル
ー
レ
ッ
ト
は
止
ま
ら
な
い

重
い
靴
　
足
音
が
路
上
に
転
が
っ
て
い
る

歩
幅
ゆ
る
め
る
と
好
き
で
も
嫌
い
で
も
な
か
っ
た

お
お
茶
柱
が
立
ち
あ
が
っ
た

こ
の
辺
で
妥
協
し
よ
う

目
次
に
ダ
ミ
ア
の
「
暗
い
日
曜
日
」
が
あ
っ
た
、
あ
の
頃

荻
野
　
　
享

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

辻
　
　
美
沙

江
黒
　
　
賢

井
塚
　
理
人
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同和教育
シリーズ

○人権感覚を磨く
私たちは、「差別をしてはいけない」「人

権を尊重しなければならない」ということを
知識としては知っていますが、実生活ではど
うでしょう。
例えば、「女のくせに」とか、「最近、太っ

たね」という言葉は、女性にとって不愉快に
感じ、心を傷つけられる言葉ですが、何気
なく使っているようなことはありませんか。

とっさに判断ができず、無意識のうちに発
してしまうということは、人権感覚が十分磨
かれていないということになります。
人権感覚は、日常生活の中で差別や偏見、

不条理なことを鋭く見抜くことのできる感覚
です。
その感覚は、いろいろな人とのかかわりや

体験を通して磨かれていくものです。自分の
言動が、周りの人たちの「心の鏡」にどう映
っているのかを常に気をつけることが、自分
の人権感覚を磨いていくことになるのです。
そうすることによって、自分の言動に対す

る相手の受け取り方を皮膚感覚として感じら
れるようになると思われます。

人権 －日常生活の中でー

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校　http://www.hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp/̃hojohigashi-es/ 北条東小学校

愛
宕
山
２
号
墳
は
六
世
紀
中
頃

（
約
千
四
百
五
十
年
前
）
に
下
里
川

西
岸
の
丘
陵
上
に
築
造
さ
れ
た
古
墳

で
す
。
同
じ
丘
陵
に
は
他
に
、
愛
宕

山
１
号
墳
と
３
号
墳
の
２
基
の
古
墳

が
あ
り
ま
す
。

発
掘
調
査
さ
れ
た
愛
宕
山
２
号
墳

は
径
15
�
の
円
墳
で
、
墳
丘
上
に
長

さ
２
�
50
�
の
木
棺
が
納
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
棺
内
に

は
約
１
�
の
鉄
製
直
刀
と
勾ま
が

玉た
ま

や
管く
だ

玉た
ま

な
ど
の
玉
類
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、

木
棺
の
上
に
は
須
恵
器
が
供
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

加
西
市
内
で
、
古
墳
か
ら
直
刀
が

出
土
し
た
例
は
石
黒
山
２
号
墳
、
保ほ

木ぎ

山や
ま

２
号
墳
、
女め

鹿が

山や
ま

群
集
墳
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で

古
墳
に
副
葬
さ
れ
た
の
か
判
り
ま
せ

ん
が
、
鉄
製
直
刀
は
埋
葬
さ
れ
た
人

物
の
権
力
の
象
徴

し
ょ
う
ち
ょ
うだ
っ
た
の
か
も
し
れ

84

愛あ

宕た
ご

山や
ま

２
号
墳
…
東
横
田
町

直
刀

ち
ょ
く
と
う

、
玉
類
な
ど
の
副
葬
品

ふ
く
そ
う
ひ
ん

を
発
見
!

古
墳
時
代
後
期
の
木
棺
直
葬

も
っ
か
ん
じ
き
そ
う

墳
直刀、玉類の副葬品

愛宕山古墳群位置図

著
し
く
変
化
す
る
今

日
の
社
会
に
お
い
て
、

情
報
や
経
済
活
動
な
ど
が
重
ん
じ

ら
れ
る
一
方
で
、
心
の
貧
し
さ
が

指
摘
さ
れ
人
間
関
係
も
希
薄
に
な

っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
子
ど
も
達
に
お
い
て
も
、

豊
か
な
直
接
経

験
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

不
足
し
、
自
ら

の
意
思
で
行
動

し
た
り
望
ま
し

い
友
達
関
係
を

持
続
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で

き
に
く
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
子

ど
も
達
が
、
集

団
生
活
の
中
で
、
よ
り
よ
く
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も

の
、
そ
れ
が
人
間
ら
し
い
豊
か
な

温
か
い
心
、
即
ち
、
自
分
や
周
り

の
人
や
自
然
の
存
在
を
尊
重
し
愛

し
て
い
く
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ

の
「
愛
す
る
心
」
は
、
日
々

の
生
活
の
中
で
自
分
や
他
人
の
幸

せ
を
追
求
し
、
と
も
に
成
長
す
る

人
間
と
し
て
の
よ
り
よ
い
生
き
方

を
創
り
出
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
思
い
か
ら
、
子

ど
も
達
が
自
ら
学
校
生
活
を
中
心

に
、
集
団
の
中
で
、

自
分
や
友
達
或
い

は
自
然
が
大
切
に

さ
れ
て
い
な
い
場

面
を
「
問
題
の
あ

る
場
面
」
と
し
て

と
ら
え
、
学
級
全

員
が
話
し
合
っ
て

解
決
し
て
い
く
道

徳
教
育
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学

習
を
通
し
て
、
子

ど
も
達
は
、
人
間
尊
重
の
精
神
に

基
づ
き
様
々
な
解
決
策
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
手

で
集
団
が
よ
り
よ
く
変
容
し
て
い

く
喜
び
を
味
わ
い
、
自
他
へ
の

「
愛
」
を
確
実
に
育
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。

よ
り
よ
い
生
き
方
を
求
め
て

九九九九
会会会会
小小小小
学学学学
校校校校

ま
せ
ん
。
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の
治
療
に
用
い
ま
す
が
、
Ａ
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
治
療
に
も
用
い
ま
す
。

◯
ク
レ
ン
ブ
テ
ロ
ー
ル
（
ス
ピ
ロ
ペ
ン
ト
）

は
、
喘
息
の
病
気
の
時
に
用
い
ま
す
が
、

尿
失
禁
の
治
療
に
も
用
い
ま
す
。

◯
ビ
タ
ミ
ン
　
（
メ
チ
コ
バ
ー
ル
等
）
は
、

手
足
の
し
び
れ
等
、
末
梢
神
経
の
異
常
等

の
治
療
に
用
い
ま
す
が
、
貧
血
の
治
療
に

も
用
い
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
の
よ
う
な
薬
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
必
要
と
し
な
い
薬
の
作
用
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
セ
タ
ゾ
ラ

ミ
ド
（
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
）
は
、
緑
内
障

世
の
中
に
は
、
一
つ
の
も
の
で
い
ろ
い

ろ
な
使
い
み
ち
の
あ
る
、
便
利
な
よ
う
で

そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
懐
中
電

灯
と
ラ
ジ
オ
が
く
っ
つ
い
た
も
の
と
か
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
に
印
鑑
が
く
っ
つ
い
た
も
の

等
で
す
。

薬
の
中
に
も
、
一
つ
の
効
き
め
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
効
き
目
を
も
つ
も
の

が
あ
り
ま
す
。

◯
ア
セ
チ
ル
サ
リ
チ
ル
酸
（
ア
ス
ピ
リ
ン

等
）
は
、
痛
み
止
め
や
熱
を
下
げ
た
り
す

る
時
に
使
い
ま
す
が
、
少
量
で
は
、
血
液

の
流
れ
を
さ
ら
さ
ら
に
し
ま
す
。

◯
ア
マ
ン
タ
ジ
ン
（
シ
ン
メ
ト
レ
ル
）
は
、

脳
の
病
気
で
あ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
候
群

市立加西病院
薬剤師

北田　和宏

口腔内には、さまざまな細菌
が棲んでいます。食べ物や唾液、
胃液と共に気管に入り、肺炎を
起こすこともありますので、口
腔内の清掃は、全身疾患の予防
ともいえます。自覚症状のある
方は、半年に一回は定期検査を
受けましょう。

（加西市歯科衛生士会）

中高年の口腔衛生について

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方〉
①きゅうり１～２本・大根３cm・人参 1/3 本は
拍子木切りにする。

②酢大さじ２2/3、塩小さじ１、しょうゆ大さじ１
1/3 、砂糖大さじ１、削りかつお５g、しょうが
せん切り、水200ccをあわせておく。
③密封容器に①を入れて、②を注ぎ、野菜が
充分浸るぐらいにする。

④冷蔵庫に入れて、半日から４日目ぐらいが食べ頃です。

最近、テレビなどで「健康」という言葉
がよく登場しています。それに合わせて加西
市でも健康づくりのために、ウォーキングをさ
れている方を多く見かけるようになりました。
先日、ある町でお会いしたＯさんは顔色

も良くとてもお元気な方でした。以前、増進
センターの教室に参加し、生活習慣の見直
しが大切だと感じられ、70歳になられた今
も「毎日、自分のペースでぼちぼち歩くの
が習慣や。」と話して下さいました。そんな
Ｏさんが「足の裏健康チェック」（足の裏に
かかる重力から姿勢・歩き方・体のひずみを
チェックする）を受けられ、その結果、５本
の指がしっかり地につき、バランスよく体重
を支える大変良い状態であることが分かりま
した。一方、体重が片足にかかりすぎたり、
５本の指が働いていない方がありました。せ
っかく頑張ってウォーキングをされていても、
これではバランスが悪く膝や腰を痛めかねま
せん。
足の裏健康チェックは、毎年「健康福祉

まつり」で行っています。詳しくは広報でお
知らせしますので、興味のある方はチェック
してみてください。
また、健康増進センターでは、健康づくり
の教室やトレーニング施設の利用ができ、
健康づくり・正しい運動の仕方などのアドバ
イスを行っています。お気軽にご利用下さ
い。
加西市健康増進センター（電話42-３６２１）
利用時間 月～金曜日

午前８時30分～午後５時
（月・水・金曜日のみ午後８時まで）

なお、利用に際して健康診断を受ける必要
があります。

健康づくりを始めませんか？
─気づいた今がチャンス!─

の
治
療
に
も
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

も
と
も
と
、
む
く
み
を
取
っ
た
り
す
る
利

尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
い
つ
も
よ
り
お
し

っ
こ
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も
し
、
薬
を
飲
ん
で
何
か
異
常

を
感
じ
た
ら
、
主
治
医
、
薬
剤
師
に
ご
相

談
下
さ
い
。

②
い
ろ
い
ろ
な
病
院
や
、
診
療
科
で
薬
を

も
ら
っ
て
い
る
場
合
、
同
じ
薬
や
似
た
よ

う
な
薬
が
重
な
っ
て
出
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
薬
は
た
く

さ
ん
飲
め
ば
よ
く
効
く
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
副
作
用
が
強
く
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
薬
が
重
な
っ
て
な
い
か
ど
う

か
、
医
師
、
薬
剤
師
に
ご
相
談
下
さ
い
。

二
刀
流
の
薬

〈シェフから一言〉
おつけものサラダ感覚でどう
ぞ。うす味でも食べすぎには気
をつけて、野菜もいろんな種類
をつかって漬けてみて下さい。

Ｂ12

減塩運動…従来の漬けものは一般に塩分が多い。たくあ
ん（塩分1.8g）。これまでの漬けもののイメージを変える、
サラダ感覚の浅漬けサワー漬け（塩分0.5g）72％減塩



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 下水道部（電話42-8760・8761）

日
　
時

５
月
21
日
（日）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　
場

北
条
小
学
校
体
育
館

申
　
込

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
山
西
ま
で

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
０
５
１
２
）

※
秋
の
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
で
は
１
チ
ー
ム
に
１
名
の

認
定
審
判
員
が
必
要
で
す
。

期
　
日

５
月
28
日
（日）

午
前
９
時
〜

会
　
場

加
西
中
学
校
体
育
館

主
　
催

加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会

チ
ー
ム
編
成

原
則
と
し
て
男
子

２
名
・
女
子
２
名
（
４
名
編
成
）。

男
子
１
名
女
子
３
名
又
は
、
女
子

４
名
で
も
よ
い
。（
年
齢
制
限
は
な

し
）
交
代
者
は
４
名
ま
で
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
・
問
合
先

５
月
24
日
（水）
迄

ふ
れ
あ
い

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
や
ろ
う
会

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

審
判
講
習
会

に
、
加
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。（
電
話
42
│
０
５
１
２
）

山
西
ま
で
。

日
　
時

５
月
７
日
（日）

午
前
９
時
〜

会
　
場

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

高
校
生
以
上

種
　
目

男
女
別
で
団
体
戦
と
シ

加
西
オ
ー
プ
ン

卓
球
大
会

ン
グ
ル
ス

参
加
費

団
体
戦
２，
０
０
０
円

シ
ン
グ
ル
ス
４
０
０
円
（
高
校
生

は
各
半
額
）

申
込
方
法

４
月
25
日
（火）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
〒
６
７
５
│
２
４
６
１
佐
谷
町

１
８
３
加
西
市
卓
球
協
会
　
楠
田

太
郎
（
電
話
44
│
０
７
２
８
）
ま
で

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
仕
事
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
!

種
　
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

資
　
格

22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
男
女

募
集
締
切

５
月
12
日
（金）

試
験
日

５
月
27
・
28
日

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
９
５
９
）

幹
部
自
衛
官
募
集

海外格安旅行にひかれ、申し込んでいたのに、
旅行会社が倒産してしまった。
代金を払っているが、返金してもらえるでしょう

か？
申し込んだ旅行会社が�日本旅行業協会（ＪＡ

ＴＡ）の正会員であれば、旅行会社の営業停止等に
より、旅行中止といった被害を受けても、『弁済業務
保証金制度』によって、限度額の範囲で弁済を受け

ることができます。旅行会社主催の海外旅行の場合
は、その旅行会社が『ボンド保証制度』に加入して
いれば、「ボンド保証金」も前記の「法定弁済限度
額」に加えて弁済されることになっています。
旅行申込時は「ボンド保証会員」の表示があるか

どうかも考慮して、予想しない事態に備えましょう。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「ボンド保証制度」を知っていますか？
Ｑ

Ａ

ハナサク

どんどん乗って
みんなでつくろう便利な

北北北北条条条条鉄鉄鉄鉄道道道道＆＆＆＆JJJJRRRR加加加加古古古古川川川川線線線線

【種　目】
①中学男子 1年100m 2.3年100・200・800m 1年1500m 2.3年
1500・3000m 走高跳　走幅跳　砲丸投（4kg）
②中学女子 1年100m 2.3年100・200m 1年1500m 2.3年1500m 走高
跳　走幅跳　砲丸投（2.72kg）
③一般男子（高校生を含む）100 ・200・400・800・1500・5000m 走
高跳　走幅跳　三段跳　砲丸投（5.4kg）
④一般女子 100・200・1500m 走高跳　走幅跳　砲丸投（4kg）
⑤少年少女（小学生）1年50m 2年50m 3年50m 4年100m 5年100m
6年100・800m 走幅跳 ソフトボール投　4年4×100mリレー 5年4×
100mリレー 6年4×100mリレー
※1  800m・走幅跳・ソフトボール投は4年生以上に限る。※2  800mと4×100mリレーはタイムレースでおこなう。

⑥壮年男子（35歳以上）49歳以下100m 50歳以上100・3000m 走幅
跳　砲丸投（4kg）
⑦壮年女子（30歳以上）100・1500m
◎年齢別種目は平成12年4月1日現在の満年齢とする。

【参加資格】市内に居住、通勤、通学している方
【参加制限】少年少女4～6年生は1人２種目以内（リレーを除く）。1～3年生
は1人1種目

【参加費】高校生以上・1人 400円（2種目以内）3種目以上の場合 800円
中学生・1人 200円（2種目以内）3種目以上の場合 400円　少年少
女・4～6年生1人 200円（2種目以内）、1～3年生1人 100円（1種目）、リ
レー・1チーム400円　※大会当日に納入してください。

【参加申込】５月２日�までに所定の申込用紙もしくはハガキに種目・
住所・電話番号を明記の上、〒675－2303 北条町古坂882－14 加
西市陸上競技協会　植田正吾まで（電話42-３２５３）

【締　　切】５月２日（火）必着
【問 合 先】教育委員会体育保健課（電話42-８７７３）

【雨天時の問合先　北条中学校（電話42-６３００）】



13

小池　仁ちゃん（東高室）
10ケ月

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
５月２日（火）午前10時～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
５月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
５月11日（木）健康福祉会館
５月11日（木）農村環境改善センター・４月20日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
４月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課
■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年２月生れの乳児 ４月25日（火） 午後１時～２時
《平成12年３月生れの乳児 ５月23日（火）》
■4カ月児健診…毎月第1水曜日
平成11年12月生れの乳児 ５月17日（水） 午後１時～２時
《平成12年１月生れの乳児 ６月７日（水）》
■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日
平成10年11月生れの幼児 ５月９日（火） 午後１時～２時

《平成10年12月生れの幼児 ６月13日（火）》
■3歳児健康診査…毎月第3火曜日
平成８年10月生れの幼児 ４月18日（火） 午後１時～２時

《平成８年11月生れの幼児 ５月16日（火）》
■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日
希望者 ５月10日（水） 午後１時～２時

《６月14日（水）》
■離乳食講習会…毎月第2水曜日
希望者 ５月10日（水） 午後１時～１時30分
エプロンをご持参下さい。 《６月14日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日
４月20日（木） 午前９時～９時30分

《５月18日（木）》 講習は２時間程度
※印かん・筆記用具を持参ください。

（上記、いずれも健康増進センターで行います。）
★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。
★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。
★問合先 健康福祉課（電話42-８７２８）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

〔おはなし会〕5月のおはなし会は、お休みします。
〔休館日〕月曜日・4月20日�・29日�
5月3日�～5日�・5月12日�～21日�

航海者 （白石一郎著）
青年社長 （高杉　良著）
蓮如　夏の嵐（岳　宏一郎著）
淋しがり （藤堂志津子著）
からくりからくさ （梨木香歩著）
茉莉子 （夏樹静子著）
菊五郎の女 （南原幹雄著）
ベルリンの秋 （春江一也著）

炎の女帝 （三田誠広著）
バスティーユの陰謀

（藤本ひとみ著）
スプートニクの恋人（村上春樹著）
砂漠の喫茶店 （森村誠一著）
碇星 （吉村　昭著）
なたぎり三人女 （群 ようこ著）

ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

じん

緑豊で住みやすい環境を創造していくために、緑の募金にご協力を!（5月31日�まで）
加西市緑化推進委員会（農林共済課内）��8741

〈ママの一言〉
元気いっぱいの仁です。わ
んぱくでもいい、たくましく
育ってね。

パパ・史将さん
ママ・静香さん

ハワイ・ホノルルマラソンを完走したい
富合小学校６年

別　府　充　貴さん

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
4月 16日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

23日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）
29日（土） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）
30日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

5月 3日（水） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）
4日（木） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）
5日（金） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）
7日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
14日（日） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）
21日（日） 新和会診療所 （若井町・電話44-０２２５）

※変更になることがありますので、お確かめください。

資料手入れのため5月12日�から21日�まで10日間休館します。
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融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
同
一
事
業
を
同
一
場
所
で
１

年
以
上
経
営
す
る
中
小
企
業
者
で
、

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対

象
事
業
に
該
当
す
る
方
。

加
西
市
中
小
企
業
事
業
資
金

融
資
の
利
率
が
下
が
り
ま
し
た

対
象
者

生
後
３
ヶ
月
〜

90
ヵ
月
（
７
歳
半
）
未
満
の
児

日
　
程

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

２
時

持
っ
て
く
る
物

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
、
体
温
計
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

前
・
高
槻
市
長

江
村
利
雄
氏

日
　
時

４
月
29
日
（土）

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

問
合
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

第
１
回
女
性
研
修
講
座

│
介
護
体
験
記
│

「
妻
の
介
護
は
私
が
や
る
」

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

自
分
の
家
族
や
地
域
住
民
の
食

生
活
改
善
に
よ
り
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

平
成
12
年
５
月
〜
平

成
13
年
１
月
の
毎
月
第
２
・
第
４

火
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

（
５
月
は
第
４
火
曜
日
の
み
、
ま
た

偶
数
月
は
第
２
火
曜
日
の
み
）

募
集
人
員

20
名

講
座
内
容

食
品
の
選
び
方
・
調

理
方
法
・
食
事
の
仕
方
・
年
代
別

食
生
活
・
生
活
習
慣
病
予
防
等

申
込
締
切

５
月
８
日
（月）

申
込
先

加
西
保
健
所
健
康
課
　

（
電
話
42
│
０
２
６
６
）

平
成
12
年
４
月
か
ら
県
の
次
の

事
業
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

「
愛
の
一
声
運
動
」

80
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
に
ヤ
ク
ル
ト
を
配
布

「
金
婚
夫
婦
を
た
た
え
る
運
動
」

結
婚
50
周
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
ご
夫
婦
の
長
寿
を
祝
う
も
の

※
但
し
、
市
主
催
の
「
金
婚
夫
婦

の
つ
ど
い
」
11
月
22
日
に
健
康
福

祉
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

交通事故発生状況

今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年今年こそ事故をたつ年2000年

本　年 396
403
－7

67
53
＋14

2
1
＋1

80
72
＋8

前年同期
対　比

総件数 人身事故件数 死　者 負傷者

スススストトトトッッッッププププ!!!! ザザザザ!!!! 交交交交通通通通事事事事故故故故
～人も車も自転車もルールとマナーを守ります～

融
資
利
率
が
下
が
り
ま
し
た
。
限

度
額
が
２
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

●
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
勤
労
者
で
（
事
業
主
及
び
家
族

従
業
員
は
除
く
）
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
。
又

は
、
同
一
事
業
所
に
３
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
方
。

●
市
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築
又
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
方
。

●
年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。

●
取
扱
金
融
機
関
の
指
定
す
る
保
証

機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ
る
方
。

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

融
資
の
内
容

加
西
市
勤
労
者
住
宅
資
金

融
資
の
ご
案
内

3月31日現在

融　資　の　内　容

資金使途及び
限 度 額

融資利率

融資期間

そ の 他

取扱金融機関
さくら銀行北条支店・但馬銀行加西支店・みなと銀行加西支店
姫路信用金庫加西支店・播州信用金庫北条支店
但陽信用金庫加西支店・兵庫県信用組合加西支店

兵庫県信用保証協会の保証要
ただし、市が保証料の50％を負担（H12.9.30まで）

500万円以内 5年以内
500万円超 7年以内

うち据置期間
6ケ月以内で可

年2.0％（市が1％以内で利子補給を行います）

運転資金 800万円以内 最高限度額
1,500万円

1,000万円以内
500万円以内

設備資金
公害除去資金

問
合
先

商
工
振
興
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

新築・購入 増改築

限度額 2,000万円以内 1,000万円以内

期　間 25年以内

利　率
固定金利型　年　3.25％
変動金利型　年　1.82％
※さくら銀行は固定型のみ取扱

取扱金
融機関

近畿労働金庫　北播支店
さくら銀行　北条支店

15年以内

「加西市ボランティアセンター」は福祉目的を中心
にボランティア活動が発展してきたことから、今後更
に国際協力、環境保全などにも目を向け、総合的地
域ボランティア活動の育成を目指して「加西市ボラン
ティア・市民活動センター」に名称変更します。

加西市ボランティアセンターが
加西市ボランティア・市民活動センターに

もっといろんなボランティアを!

月日（曜）

5月11日�

5月15日�

5月25日�

6月 1日�

※上記日程内で、指定地区以外
の日でも受けられます

地　　区

北条

富田・賀茂
下里・富合

九会・多加野
在田・西在田

未接種児



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

釜坂ふさの 91 實 上若井
増田惠美子 70 喬 繁　陽
山下　吉春 72 義　典 窪　田
神田　健次 74 一　郎 大　工
南古　重義 77 光　昭 池　上
大豊　　績 72 広　文 上万願寺
柴田　三郎 89 守　正 常　吉
前川　實生 48 浩　一 西笠原
三宅　竹一 84 秀　之 三　口
北村　歳男 77 秀　樹 東高室
小田　公一 74 芳　昭 鴨　谷
遠藤　淑子 62 正　憲 乙和泉
竹内てつゑ 92 桂　志 大　内
藤原しげの 82 常　雄 上　野
佐伯ことゑ 99 和　郎 西笠原
西村　秋子 86 信　夫 別府西
堀井　　種 95 清　種 網　引
黒田　時雄 88 豊 下芥田
西村はる子 78 剛 福住西
東一なつゑ 91 フヂ子 東野田
増田　宇一 77 恵　一 畑
高見　光夫 75 勝　彦 鴨　谷
西面　卯市 89 常　男 別府西
伊藤やすの 77 前田律子 野　上
田中　勇夫 74 修　一 上宮木
小川　浩三 54 崇　司 東剣坂
藤原　一郎 83 忠　和 大　内
岡田　　貢 80 教　三 青　野
塚原　政義 47 照　一 黒　駒
三宅　久男 70 裕　一 中　野
福井　　　 76 隆 上道山
小路きはの 89 保 東剣坂
本下　　普 68 ノブ子 北
西田　數吉 59 昭　一 上野田
小田ちよの 82 正　昭 横　尾
福嶋美奈子 19 良　一 中　富
黒崎　すゑ 96 文　子 加西の里
世良田定雄 68 博 殿　原
橋爪　　進 63 正　毅 鶉野南
中村　　巖 89 武　彦 両　月
藤原　竹治 88 伊知郎 常　吉
神田きみ子 82 勝　久 大　工

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（３月31日受付分まで・敬称略）

日
　
時

４
月
23
日
（日）

午
前
８
時
〜
10
時
30
分

集
合
場
所

市
役
所
駐
車
場

実
施
コ
ー
ス

市
役
所
〜
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー

持
ち
物

帽
子
、
軍
手
、
火
箸

申
込
先

４
月
18
日
（火）
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
電
話
43
│
０
３

６
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
６
６
５
８
）
へ

歌
人
で
宮
中
歌
会
始
詠
進
選
者

の
岡
野
弘
彦
先
生
を
お
招
き
し
て

の
講
演
会

日
　
時

５
月
19
日
（金）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

│
市
民
教
養
講
座
│

「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と
歌
」

ご
参
加
く
だ
さ
い

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
階
研
修
室

受
講
料

５
０
０
円
（
当
日
）

※
当
日
出
席
で
き
る
方
で
歌
の
添

削
を
希
望
さ
れ
る
方
は
４
月
28
日

�
ま
で
に
作
品
を
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
ま
で
送
付
願
い
ま
す
。

問
合
先

生
涯
学
習
課

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療
育
手

帳
（A）
を
お
持
ち
の
方
に
、
中
型
タ

ク
シ
ー
料
金
の
基
本
料
金
を
助
成

す
る
「
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交

付
し
ま
す
。（
１
月
あ
た
り
４
枚
）

窓
　
口

社
会
福
祉
課
　
電
話
42

│
８
７
２
５
（
該
当
す
る
手
帳
と
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）
ま
た
、

兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協
会
が
、
身
体

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）

福
祉
タ
ク
シ
ー

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付
○加西市横尾・古坂土地区画整理組合

理事長　野田晴作 4千500万円
○兵庫県立小野工業高等学校同窓会
加西支部長　山本安信 2万7550円

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
指定預託
☆加西ボランティア協会へ
○匿名 2万円
○田町 竹本　幸夫 1万5千円
○笹倉 高橋　　清 2万円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円
○横尾 水田美智子 2万円
○匿名 4万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

☆かしの実グループへ
○三田市 北山　とみ 2万円
☆加西市社会福祉協議会へ
○福吉 高橋雄紀 82万7千円

物品預託
○朝妻 伊藤　一夫

ショルダー式刈払機１台

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課
（電話42-8701）までご連絡ください。

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
ト
ー
ル
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
手
芸
に
お
料
理

実
習
も
交
え
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
締
切

４
月
25
日
（火）

※
３
月
配
布
の
「
公
民
館
の
誘
い
」

の
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

申
込
先

南
部
公
民
館

（
電
話
49
│
０
０
４
１
）

加
西
警
察
署
・
加
西
市
防
犯
協

会
で
は
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
場
所

加
西
警
察
署
の
駐
在

所
、
交
番
、
生
活
安
全
課
（
防
犯
協
会
）

問
合
先

加
西
市
防
犯
協
会

（
電
話
42
│
０
１
１
０（
内
２
６
３
））

│
夜
道
の
不
安
な
方
へ
│

防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す

南
部
公
民
館

│
い
ろ
い
ろ
手
芸
教
室
│

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
に
、
運
賃
の
１
割
引
を
行

っ
て
い
ま
す
。
乗
務
員
に
手
帳
を

見
せ
て
割
引
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
割
引
の
適
用
範
囲
は
兵
庫
県
下
）

住
宅
の
建
設
等
、
緊
急
か
つ
具
体

的
計
画
の
あ
る
土
地
利
用
案
件
に
つ

い
て
、
加
西
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
に
係
る
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
法
改
正
に

伴
い
、
平
成
12
年
度
か
ら
市
が
随
時

受
付
す
る
の
は
、
農
業
用
倉
庫
な
ど

の
軽
微
な
変
更
に
関
す
る
除
外
申
請

の
み
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
15
日
（月）
〜
31
日

（水）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所

農
林
共
済
課

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

農
用
地
区
域
の

除
外
申
請
を
受
付



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.4.1現在（前月比）
人　口／ 52,234（ー155） 世帯数／ 15,757（ー73）
男　／ 25,335（ー 84） 女　／ 26,899（－71）

74勢いよく茎を伸ばし
花をつけたスイバ

野
原
や
あ
ぜ
道
な
ど
に
普
通

に
見
ら
れ
る
草
で
、
早
春
、
他

の
雑
草
に
先
が
け
て
勢
い
よ
く

茎
を
伸
ば
し
ま
す
。
そ
の
若
い

茎
は
す
っ
ぱ
く
て
、
昔
の
子
ど

も
た
ち
は
よ
く
食
べ
た
も
の
で

す
。茎

を
塩
で
も
む
と
即
席
漬
け

物
に
も
な
り
、
西
洋
で
は
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
調
理

に
利
用
す
る
そ
う
で
す
。

ス
イ
バ
は
す
い
葉
で
、
茎
や

葉
に
シ
ュ
ウ
酸
を
含
み
、
酸
味

が
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多
食
す

る
の
は
身
体
の
た
め
に
よ
く
な

い
そ
う
で
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

日時／4月22日（土）午後6時30分�
場所／加西市飯盛野教会礼拝堂�

市役所１階入口に義援金箱を設置
しております。
郵便振替口座（5月2日まで）

口座番号 02750－1－150
名　義 日本赤十字社北海道支部　

支部長　伊藤義郎
※通信欄に「有珠山火山活動災害義
援金」と明記、振替手数料無料
問合先 秘書広報課（電話42-8701）

有珠山火山活動災害義援金にご協力を

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


